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田んぼアート（埼玉県行田市）� 編集部撮影
　今年も行田の水田に世界最大の田んぼアートが出現しました。様々な稲を使って描き、地上50mの古代蓮会館展望室から
望む「田んぼアート」は、一種の地上絵といえます。11年目を迎える今年のテーマは「大いなる翼とナスカの地上絵」です。

「ハチドリ」と「コンドル」、さらに行田市のシンボル「古代蓮」を加えたデザインです。
� （カラー版は http://www.miura21.co.jp でご覧いただけます）

30 11 ７ 水 木８

12,450円（消費税込み・テキスト代を含む）

東京事務所　教育課

30

30 12 11 火

月 火

（都営地下鉄新宿線「西大島駅」A3出口脇）

9 30 5
11 19 20
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平成30年度 全国溶接技術競技会 ── 山口県山口市で開催 ──

　

労
働
衛
生
週
間
は
、
働
く
人
の
健

康
の
確
保
・
増
進
を
図
り
、
快
適
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
に
取
り

組
む
週
間
で
す
。

　

労
働
者
の
健
康
を
め
ぐ
る
状
況
に

つ
い
て
み
る
と
、
過
重
労
働
等
に
よ
っ

て
労
働
者
の
尊
い
命
や
健
康
が
損
な
わ

れ
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

脳
・
心
臓
疾
患
、
精
神
障
害
の
労

災
認
定
件
数
は
、
こ
こ
数
年
は
７
０
０

件
台
で
推
移
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
死

亡
又
は
自
殺
（
未
遂
を
含
む
）
の
件
数

は
２
０
０
件
前
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
力
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
職

場
に
お
い
て
病
気
を
抱
え
た
労
働
者
の

治
療
と
仕
事
の
両
立
へ
の
対
応
が
必
要

と
な
る
場
面
は
、
さ
ら
に
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
今
年

度
は
、

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り

　
　
み
ん
な
で
進
め
る
働
き
方
改
革
」

　

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
全
国
労
働
衛

生
週
間
を
展
開
し
、
事
業
場
に
お
け

る
労
働
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と

も
に
、
自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理
活

動
の
一
層
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
溶
接
協
会
主
催
の
平
成
三
十
年
度

（
第
六
十
四
回
）
全
国
溶
接
技
術
競
技
会
は
、
十
月
二
十
日

（
土
）、
二
十
一
日
（
日
）
の
両
日
、
山
口
県
山
口
市
の
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口
で
開
催
し
、
全
国
各
都
道
府
県
協
会
か

ら
推
薦
さ
れ
た
選
手
百
十
二
人
（
被
覆
ア
ー
ク
溶
接
の
部
五

十
六
人
、
炭
酸
ガ
ス
ア
ー
ク
溶
接
の
部
五
十
六
人
）
が
最
高

の
技
を
競
う
。

　

東
京
都
溶
接
協
会
か
ら
は
、
被
覆
ア
ー
ク
溶
接
の
部
に
は

鈴
木
将
太
さ
ん
（
東
京
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
）、
炭
酸
ガ

ス
ア
ー
ク
半
自
動
溶
接
の
部
に
は
、
佐
藤
康
弘
さ
ん
（
津
覇

車
輌
工
業
㈱
）
が
出
場
す
る
。

　

両
選
手
は
本
年
三
月
に
行
わ
れ
た
東
京
都
溶
接
協
会
主
催

の
溶
接
技
術
競
技
会
で
、
共
に
高
得
点
で
優
勝
し
、
晴
れ
の

東
京
都
代
表
と
な
り
、
全
国
大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

平
成
30
年
度

全
国
労
働
衛
生
週
間

《 

10
月
１
日
〜
７
日 

》

▼ 東京都代表で出場 ▼

鈴木 将太さん
（東京パワーテクノロジー㈱）

被覆アーク
溶接の部

佐藤 康弘さん
（津覇車輌工業㈱）

炭酸ガスアーク
半自動溶接の部

応
援
し
ま
す
。目
指
せ！
優
勝

5656
3030

平
成
31
年
１
月
18
日（
金
）

※

参
加
の
お
申
込
み
に
つ
い
て

平
成
30
年
10
月
20
日（
土
）
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
致
し
ま
す
。
左
記
の
U
R
L
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

URL  http://www.bcsa.or.jp
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〈最低賃金が改定になります〉

〈年次有給休暇の時季指定義務〉

　平成30年度の地域別最低賃金額答申状況が公表されました。
　東京都の最低賃金は10月1日より前年比で27円増加され、時間単価985円となります。最低賃金は臨時労働者・パート・
アルバイト等の雇用形態にかかわらず、一部の例外を除いて全ての労働者に適用されます。
　なお、派遣労働者については、派遣先地域の最低賃金額が採用されます。

⑴　最低賃金の確認方法
　①時間給制の場合
　　時間給≧最低賃金額（時間額）
　②日給制の場合
　　日給÷1日の所定労働時間≧最低賃金額（時間額）
　　ただし、日額が定められている特定（産業別）最低賃金が適用される場合には、
　　日給≧最低賃金額（日額）
　③月給制の場合
　　月給÷1箇月平均所定労働時間≧最低賃金額（時間額）
　④出来高払制その他の請負制によって定められた賃金の場合
　　�出来高払制その他の請負制によって計算された賃金の総額を、当該賃金

計算期間に出来高払制その他の請負制によって労働した総労働時間数で
除して時間当たりの金額に換算し、最低賃金額（時間額）と比較します。

⑵　最低賃金の計算にあたって除外されるもの。
　①臨時に支払われる賃金
　②賞与など、1ヶ月を超える期間ごとに支払われる賃金
　③時間外労働、休日、深夜労働手当
　④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

　2019（平成31）年4月から、全ての企業において年10日以上の年次有給休暇が付与される労働者に対して、年次有給休
暇の日数のうち年5日については、使用者が時季を指定して取得させることが必要となりました。
　対象者は、年次有給休暇が10日以上付与される全ての労働者で、管理監督者も含まれます。
　原則として、年次有給休暇は労働者が請求する時季に与えることとされていますが、この法改正を受けて、労働者ごとに、
年次有給休暇を付与した日（基準日）から1年以内に5日について、使用者が取得時季を指定して与えることが義務化され
ました。ただし、年次有給休暇を5日以上取得済みの労働者に対しては、時季を指定して取得させる必要はありません。取
得した日数が5日未満であれば、5日に不足する日数分が時季指定義務の対象となります。また、計画付与により5日に満た
ない日数を取得し、自己で取得した日数と合わせて5日未満である場合も同様となります。
　時季指定は使用者が行うこととなります
がその際には、労働者の意見を聴取しその
意見を尊重するよう努めなければなりませ
ん。また、使用者は労働者ごとに年次有給
休暇管理簿を作成し、3年間保存しなけれ
ばなりません。
　対象となる1年間の起算日は原則として
10日以上の有給休暇を付与した日となりま
す。法定基準より前に10日付与した場合は
実際に付与した日から起算します。また、
法定より前に10日に満たない日数を分割し
て付与した場合は、その日数との合計が10
日以上に達した日から起算します。

〈関東1都6県の最低賃金答申額〉
地 域 最低賃金（従前額） 差額 発効日（予定）

栃 木 826（800）円 26円 平成30年10月1日

群 馬 809（783）円 26円 平成30年10月1日

茨 城 822（796）円 26円 平成30年10月1日

埼 玉 898（871）円 27円 平成30年10月1日

東 京 985（958）円 27円 平成30年10月1日

千 葉 895（868）円 27円 平成30年10月1日

神奈川 983（956）円 27円 平成30年10月1日

〈年次有給休暇付与日数〉
勤続年数 6ヵ月 1年6ヵ月 2年6ヵ月 3年6ヵ月 4年6ヵ月 5年6ヵ月 6年6ヵ月以上

付与日数 10日 11日 12日 14日 16日 18日 20日

〈週所定労働日数が4日以下かつ週所定労働時間が30時間未満の労働者の付与日数〉

週所定
労働日数

年間所定
労働日数

勤続年数

6ヵ月 1年
6ヵ月

2年
6ヵ月

3年
6ヵ月

4年
6ヵ月

5年
6ヵ月

6年6ヵ月
以上

4日 169日～216日 7日 8日 9日 10日 12日 13日 15日

3日 121日～168日 5日 6日 6日 8日 9日 10日 11日

2日 73日～120日 3日 4日 4日 5日 6日 6日 7日

1日 48日～72日 1日 2日 2日 2日 3日 3日 3日
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講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL　http://www.bcsa.or.jp

神奈川事務所

茨 城 事 務 所

〒231－0007

〒300－0875

栃 木 事 務 所

甲 信 事 務 所

〒322－0016 鹿沼市流通センター46番地

横浜市中区弁天通4－59
横浜弁天通第一生命ビル 3 階

TEL 045－662－2860
FAX 045－662－8768

東 京 事 務 所

ボイラ・クレーン
安 全 協 会

〒136－0071 江東区亀戸1－28－6
タニビル 5 階

〒136－0071 江東区亀戸6－41－20
機缶健保会館 2 階

TEL 03－3685－5222
FAX 03－3685－5746

TEL 03－3684－5551
FAX 03－3685－2189

千 葉 事 務 所 〒260－0028 千葉市中央区新町18－10
千葉第一生命ビル 2 階

TEL 043－247－5532
FAX 043－247－5576

埼 玉 事 務 所 〒330－0801 さいたま市大宮区土手町1－2
JA共済埼玉ビル 6 階

TEL 048－643－1543
FAX 048－643－1524

TEL 0289－72－1717
FAX 0289－76－6090
TEL 055－287－9511
FAX 055－287－9512

TEL 029－843－0740
FAX 029－841－1968

土浦市中荒川沖町2－6
ツインビル 3 階

山梨県南アルプス市
下今諏訪610番 9〒400－0212

種類 講　習　名 10月 11月 12月 1月〜3月

技　

能　

講　

習

玉掛 け 技 能 講 習
栃木10/2
埼玉10/3　10/31
甲信10/11

栃木11/6　千葉11/7
甲信11/8

茨城12/6　栃木12/4
埼玉12/5　甲信12/13

栃木1/22　2/5　3/5
埼玉1/9　2/13　千葉2/14
甲信1/17　2/14　3/7

床 上 操 作 式
ク レ ー ン 運 転

茨城10/11　栃木10/16
埼玉10/17　甲信10/25

埼玉11/29　千葉11/29
甲信11/21

栃木12/11　埼玉12/12
甲信12/20

茨城1/17　栃木3/26
埼玉2/6　3/6　千葉2/19
甲信1/24　3/28

小 型 移 動 式
ク レ ー ン 運 転 甲信10/1 甲信12/5 茨城1/17　栃木2/14

甲信2/5

フォークリフト運転 栃木10/23 栃木11/2　11/13
埼玉11/7 千葉12/5 栃木1/15　3/8　3/12

埼玉1/16　2/20　千葉3/6

ボ イ ラ ー 取 扱 東京11/7 茨城12/11 東京2/7

普通第一種圧力容器
取 扱 作 業 主 任 者 茨城2/5

は い 作 業 主 任 栃木2/19

特
別
教
育

ク レ ー ン 運 転
特 別 教 育 栃木10/10　甲信10/19 栃木11/20　甲信11/29 栃木12/18　甲信12/17 栃木1/30　2/16　3/19

甲信2/21

高所作業車運転業務特別教育
低圧電気取扱業務特別教育

安
全
衛
生
教
育

天井クレーン定期自主検査者 東京1/10

移動式クレーン定期自主検査者
移動式クレーン運転士 茨城11/14 東京3/3

玉掛け業務従事者
フォークリフト運転業務従事者

★日付は講習開始日です。詳細については、各事務所にお問い合わせください。出張講習のご要望も受け付けております。下記の各事務所にご相談ください。

日
時
・
会
場

　

◦
十
一
月
三
日（
土
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
十
一
月
四
日（
日
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
十
一
月
十
日（
土
）　　
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

◦
十
二
月
八
日（
土
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
十
二
月
九
日（
日
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

予
告

　

◦
一
月
十
二
日（
土
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
一
月
十
三
日（
日
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
二
月
二
日（
土
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
二
月
三
日（
日
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

一
、
日
時
・
会
場

　

学
科
＝
十
二
月
四
日（
火
）午
前
九
時
五
十
分
〜
十
二
時

　

実
技
＝
十
二
月
四
日（
火
）午
後
一
時
〜
午
後
五
時

二
、
受
講
料（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員　

一
五
、五
〇
〇
円

　

被
覆
ア
ー
ク
溶
接　
　
　

一
般　

一
六
、五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員　

一
八
、五
〇
〇
円

　

炭
酸
ガ
ス
半
自
動
溶
接　

一
般　

一
九
、五
〇
〇
円

学
科
の
み
の
受
講
も
可（
三
、六
〇
〇
円
税
込
）

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

受
験
準
備
講
習
会

〈申  込  先〉
一般社団法人

東京都溶接協会
東京都江東区大島 3 ─ 1 ─ 11

産学協同センター内
TEL　03─3685─5448
FAX　03─3682─4902

１
日
▽
全
国
労
働
衛
生
週
間
（
〜
７
日
）

　
　
　

共
同
募
金
、
法
の
日

　
　
　

都
民
の
日

５
日
▽
達
磨
忌

７
日
▽
長
崎
く
ん
ち
（
〜
９
日
）

８
日
▽
体
育
の
日

９
日
▽
世
界
郵
便
デ
ー

　
　
　

国
際
文
通
週
間

10
日
▽
目
の
愛
護
デ
ー

13
日
▽
日
蓮
聖
人
忌

14
日
▽
鉄
道
の
日

17
日
▽
貯
蓄
の
日

　
　
　

伊
勢
神
宮
神
嘗
祭

　
　
　

日
光
東
照
宮
秋
祭

18
日
▽
統
計
の
日

　
　
　

東
京
浅
草
観
音
菊
供
養

　
　
　

東
京
靖
国
神
社
秋
祭

19
日
▽
東
京
日
本
橋
べ
っ
た
ら
市

20
日
▽
皇
后
誕
生
日

21
日
▼
全
国
溶
接
技
術
競
技
会

　
　
　

中
国
地
区
・
山
口
大
会

22
日
▽
京
都
平
安
神
宮
時
代
祭

　
　
　

京
都
鞍
馬
の
火
ま
つ
り

23
日
▽
電
信
電
話
記
念
日

24
日
▽
国
連
の
日

26
日
▽
原
子
力
の
日

27
日
▽
読
書
週
間
（
〜
11
月
９
日
）

※�

行
事
・
祭
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
関
係
諸
団
体
に
ご

確
認
下
さ
い
。

十 

月
神か
ん

無な

月づ
き


